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プラスチックごみの削減について 

 

 

【現状と課題】 

 

・食品包装などのワンウェイ容器包装（1回の使用で廃棄されてしまう容器包装）の

日本一人当たり廃棄量が、世界で 2番目に多いと指摘されており、本市においても

不必要なワンウェイのプラスチックの排出抑制や分別回収の徹底に取り組む必要が

ある。 

 

・昨今、マイクロプラスチックや漂着ごみなど海洋プラスチックごみの環境汚染が

問題となっている中で、本市においてもプラスチックごみの減量や資源化が課題と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

【施策の方向性】 

① プラスチックごみ削減と分別排出の徹底 

・ワンウェイプラスチックごみが海洋汚染の原因になっていることを、広く市民に情報発信

し、環境に与える影響について共通認識となるよう意識の高揚を図る。そのうえで、広報媒

体による周知やイベントでの啓発活動を通じて、対策となるリデュースをはじめとする３R

の徹底、ポイ捨ての撲滅の呼びかけを行っていく。また、ワンウェイプラスチックごみの中

で、ペットボトルや容器包装などのリサイクル可能なものについては、分別の徹底を図る。 

 

・繰り返し使えるマイボトル・マイカップの利用を促進し、ペットボトルの発生抑制を図

る。また、市内公共施設でマイカップ対応の給水設備や自動販売機の設置を推進していく。 

 

・レジ袋削減に向けた取り組みとして、市民にマイバックの持参を意識付けるためにイベン

ト等でマイバックを配布することや市内の小売事業者と協力し買物客に対する特典付与につ
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＜マイクロプラスチックとは＞ 

マイクロプラスチックとは、５㎜以下の微細なプラスチックごみ。 

含有・吸着する化学物質が食物連鎖に取り込まれ、生態系に及ぼす影響が懸

念される。 



２ 

いて調査検討していく。 

 

② 事業者との連携・協働 

ワンウェイプラスチックごみの発生を抑制するため、排出事業者と連携を図り、事業者の

取り組みについて周知を行っていく。また、清掃行政協力者表彰制度等を活用し、ワンウェ

イプラスチックごみの減量やリサイクルに取り組んでいる事業者や販売店等を表彰の対象に

加えるなど、事業者の自発的な取り組みを促進するよう働きかけていく。 
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サイト名：一般社団法人日本コンタクトレンズ協会 
http://www.jcla.gr.jp/news/pdf/press_release_chousakekka_20190910.pdf 
 ～インターネット等での購入が進み、CLを購入するたびに必ず眼科を受診する人が大幅減～  
9月10日はコンタクトレンズの日 定期的な目の健康診断を︕  

コンタクトレンズ使用者の適正使用へ向けた 消費者意識調査結果について  

 【調査概要】  
『コンタクトレンズの正しい使用と更なる普及に向けた』消費者実態調査（第5回）  

調査：一般社団法人日本コンタクトレンズ協会 
調査実施日︓2019年1月16日～1月23日  

調査対象︓15歳～59歳の女性（計2400人）  

調査手法︓インターネットによるアンケート調査  

購買実態、眼科受診状況、廃棄方法などに関するアンケート調査をインターネットで実施 
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コンタクトレンズの廃棄場所について


